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誰もが

「困ったときは助けて！」
と言える地域づくり

～ 雲南市における生活支援体制整備事業～

雲南市 社会福祉法人雲南市社会福祉協議会

2023.01.30中国5県地域包括ケア事業推進セミナー【取組発表2】
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平成16年11月1日 6町村の合併により誕生

■人口：35,738人 ■世帯数：13,589世帯
■高齢化率：40.27％ ■面積：553.18㎢
■中山間地で全域が過疎指定

（R4.12末データ）

雲南市の地域概要

第11回

「住みたい田舎ベストランキング」
シニア世代部門【宝島社】

（3万人以上5万人未満のまち）

第１位
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全国最多39個の銅鐸：加茂岩倉遺跡 さくら名所：斐伊川堤防桜並木・願い橋 幸せを運ぶコウノトリ：西小学校

日本初乃宮：須我神社 中国地方随一の名瀑：龍頭が滝 たたら製鉄の遺構：菅谷たたら高殿

雲南市の名所（歴史・自然・文化）
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地域自主組織の概要

三本柱事業

地域福祉

まちづくり
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標準的な構成
◆ 福祉部長
▶ 地域福祉推進員
▶ 民生児童委員
▶ 自治会福祉委員
▶ 地域ボランティア
etc

行 政
（地域づくり担当）

社 協
（地域支援担当）

第2層SCを兼ねる

【生活支援コーディネーター（以下「SC」）】
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地域自主組織の取組事例

鍋山：よりそい号 民谷：黄色い旗運動 中野：笑んがわ市

阿用：アヨさん体操 波多：はたマーケット 海潮：うしおっ子ランド
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お伝えしたい2つのポイント

【１】 事業を推進する「体制」と「連携」
～ 雲南市SC１名と社協SC1名体制の強み ～

【２】 目指す地域づくりに向けた３つの柱
～ 学び合いの積み重ねによる体制づくり ～
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これまでの推進体制

第１層SC 重点支援地域に指定した地域自主組織へ配置（２～３名）

第２層SC 地域自主組織の地域福祉推進員

○H3０～R1

第１層SC 雲南市職員３名が兼務

第２層SC 地域自主組織の地域福祉推進員

○R2



30の地域自主組織

地域福祉推進員(第２層SC)
9

令和3年度からの推進体制

雲南市健康福祉部
健康づくり政策課

第１層SC

雲南市社協
地域福祉部

第１層SC

一部委託

各町総合センター

地域づくり担当

社協支所

地域福祉担当
（CSW）

第1層 市域

第2層 自主組織区域

第1.5層 町域

推進会議

地域づくり推進パートナー
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□ 福祉活動（学び合い）を通じて地域住民の共感を促す
□ 地域の方が楽しんだり、顔見知りになる「つながりの場」を企画及び支援する
□ 地域（個人）の生活課題の解決・緩和に向けた「連携・協働する話し合いの場【第2層協議
体】」を実施する

それぞれの役割

◆地域福祉推進員（第2層SC）

□ 地域の相談窓口となり、その地域ならではの福祉活動を支援する
□ 町域の定期的な学び合いの場を実施する
□ 第1層生活支援コーディネーターと連携する

□ 地域福祉推進員及び市地域づくり担当、社協地域福祉担当と連携し地域の状況を把握する
□ 市域又は複数地域が学び合う場を実施する
□ 地域や専門職だけで解決できない生活課題を把握し、解決するための「連携・協働する話
し合いの場【第1層協議体】」を、必要な関係者とともに実施する

◆第1層SC

◆雲南市地域づくり担当・社協地域福祉担当（CSW）
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One Teamで推進していくために

市 民

地域自主組織

地域福祉推進員(第2層SC)

第１層SC

市 社協

地域づくり
担当

地区担当
保健師

社協支所
（CSW）

市
政策企画部

市
教育委員会

市
健康福祉部社会福祉

協議会

地域への働きかけ・共に学び合い実施

教育委員会
校区担当

行政関係部局との連絡調整・働きかけ

One Team
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ポイント１のまとめ

市と社協

「それぞれの強みを活かし合うしくみづくり」

への挑戦！
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2つ目のポイント

【１】 事業を推進する「体制」と「連携」
～ 雲南市SC１名と社協SC1名体制の強み ～

【２】 目指す地域づくりに向けた３つの柱
～ 学び合いの積み重ねによる体制づくり ～
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アセスメントから…

理想とする状態（目標）

誰もが「困ったときは助けて！」

と言える地域

現実の好ましくない状態（問題）

□ 気軽に相談する人・場所が少ない
□ 地域の方に”助けて”と言いにくい
□ 個人の課題を話し合う場がない（少ない）

□ 困っている人（事）に気づかない
□ 気づいてもどうしてよいかわからない
□ 共助・公助それぞれで支えることの限界

1 ふくしを思う人づくり 2 人がつながる地域づくり 3 連携と協働する話し合い

の場づくり
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1 ふくしを思う人づくり
▸対話や学び合いを通じた人づくり「無関心」を「関心」へ

地域学び合い会議
（地域自主組織単位）

市域学び合い会議

地域の生活課題を意見交換

ふくしって何か学び合う

助け合いの楽しいを体験

認知症について学び合い

自分にできることなどを意見交換

町別学び合い会議
（町域単位）

プラットフォームを形成し協働実践

第２層 第1.5層 第１層
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2 人がつながる地域づくり
▸「人間関係」「社会性」「地域の支え合い」づくり

地域自主組織を核とした
福祉活動

つながりたい人が見つかる
支援者名簿

日頃の暮らしのつながりの
発見・発掘
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3 連携・協働する話し合いの場づくり

▸生活課題や困りごとの解決に向けて、共助と公助が意見
を出し合い、一緒にやったらよいことやできそうなことな
どを話し合う場＝協議体

第2層協議体の実践に向けた意見交換と個別事例をもとに協議体を体験
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ポイント2のまとめ

雲南市の生活支援体制整備事業は、

学び合いながら

みんなで創っていくもの
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ご清聴ありがとうございました


